＿／＿／＿／　プロローグ　＿／＿／＿／
　彼は満悦していた。
　だが、他人から見れば彼が置かれている状況は、限りなく不幸なものだろうと思うに違
いない。しかしそれでも、彼にしてみれば至高の幸福なのだ----                      

　発電所の地下。以前起きた原因不明の爆発により、地上のどこかと通じたそこは、外界にeq \o\ad(\s\up 10(さら),晒)されて間もないというのに、まるで風化したかのように壁はeq \o\ad(\s\up 10(もろ),脆)くなってしまい、土くれと変わらぬ姿となって周りの土砂と共に崩れてしまっている。そしてそれは、彼の身体の大半を覆い被さってしまうようになっていた。
　当然彼は、動けない。年はもう、七十を数えてしまったのだろうか？　そう自問してしまうほど、彼はeq \o\ad(\s\up 10(もうろう),朦朧)としていた。そんな彼に、土砂崩れの中から這い出るほどの力があるはずがない。だが、それでもいいのだ。むしろ、その方がいいのかもしれない。
　これも当然のことなのだが、土砂崩れが起きてから、彼は何も食べていない。ほとんど寝てすらもいない。もともと華奢な体つきな上に、高齢がたたって体力もろくにないのに、それでも彼は元気であり、満足だった。自分の手に、自分の望みの物がある限り。
　それは、一つの機械だった。文字を打つキーボードと、その出力を現す画面からできているその機械は、通称『ビューア』というものである。世に出始めて五年もたたない、まだ高価すぎて普及もままならないその機械が、なぜかこの地下の中、数多くあったうちのこの一つだけが機能を失うことなく、こうして地上の電力を得て使うことができた。彼がこの地下に通じる穴を見つけ、それを偶然発見して使い始めた矢先に、地下室の壁が土の重みに耐えきれず、崩れてしまったのだ。
（だが……たかがそんなことが一体、どれほどの苦痛に思えるものか……）
　空腹も、慣れてくれば苦にならない。身体から放つ異臭も、全く気にならなくなった。ボロ切れのような衣服は、今になって廃れてしまったのではない。自分を覆うこの土も、考え方を変えれば、母なる大地の一部にくるまって寝ているようなものだ。一体、これ以上の幸福かつ光栄が、どこにあるというのか？
　だがそれは、所詮は苦肉の発想であり、言い訳であった。この状況がいいはずがない。いつ命を失うかもしれないのだ。自分の望みが叶った代償に受けたこの罰に、自分は言い訳をしているのだ。ただ自分が今、幸福と思えるのは、そんな懺悔の感情よりもこの機械でどれだけeq \o\ad(\s\up 10(ヽヽヽヽヽ),楽しめるか)という好奇心が強い、ただそのためである。
　そして彼は、今日もその機械の電源を入れた。原動力である電力は、地上の発電所からひいてあるので、途絶えることはまずないだろう。少なくとも、自分が生きている限りは。
（この機械と。そして儂の知識さえあれば！　どんな苦痛も感じぬ。儂は満足だ----）  

　胸中でそう独白し、彼はキーボードを叩いた。同時に画面が切り替わり、やがて----そ
れは『世界』を映し出す。そしてそれから、彼は『世界』を検索していくのだ----      

（そう……これこそが……儂の望み。儂の至福……。）
　次々に移り変わる画面の『世界』に、彼は刮目した。目的のものを探すために、画面に映るもの全てを取りこぼさないようにと、必要以上に顔を、画面に近づける。そんなこと
を、ここに来てからの間、彼はずっとしてきた----                                  

　----そして。                                                                  

「……………………っ！？」
　声にならない声を出し、彼は驚愕した。そして顔を、震える手で覆い始める。ここに来て声を出したのは、これが初めてだった。体力温存のため、彼が本能的にやってきたことなのだろうが、その本能を超え、彼は自分の幸運に戦慄した。
（見つけた……見つけたぞ、遂にっ！　これでまた、儂の野望の実現に、大きく一歩近づ
いたのだっ----！）                                                              

　あまりの嬉しさに双眸からは涙が溢れ、身体の中を巡る血潮は、久しく熱くなっていく。それからしばらく頭を抱え震えていたが、やがて我に返り、再び彼はキーボードを叩き始めた。
（見つけたぞ……連中の中に。儂の『世界』に入り込んで来る奴を！）
　動悸と共に激しくなる手の動きは、それほど長くは続かなかった。彼は手を休め、画面を確かめて深い笑みを浮かべた。
（さあ、来い……儂の『世界』の中へ。もっと深く、入ってこい……）
　上の方で、少し土砂が崩れる音がした。しかし今や、それは彼の耳には入ることはなかった。
＿／＿／＿／　第１章『出会いはふと突然に』　＿／＿／＿／
　ミッドガルド。
『人間界』という異名を付けられた現世は、文字通り人間しか住まない世界となっていた。
　とはいえ、他の動植物が死滅してしまったわけではない。その『世界』には人間しか住んでいない、ということだ。文明と機械が支配するその『世界』には、動物はおろか植物ですら、一部の地域を除き、全く生えなくなってしまったのである。ここで見られる他の生物といえば、人体を冒す細菌と稀にやってくる渡り鳥、あとは『世界』たるこの大陸の周りを遊泳する魚達くらいか。
　だが、この『世界』から人間以外の生物が姿を消したのは、人間の文明の発展の他にもう一つ大きな理由があった。
　今から五十六年前。生ける者全てが一つの『世界』にいた最後の年に、それは起こった。
　原因不明の自然災害。世界規模で起こったその大災害は、あっという間に生物の大半の
命を奪っていった。残された者達----無論、その中の人間達のことであるが----は、自ら
の命の確保のため、争った。世界人口はさらに急激に減少し、文明は衰えていった----に
も拘わらず、戦闘文明だけはその短期間の中で急速に発達していった。その中で生み出された恐怖の兵器は、時には大陸を裂き、また時には島を海の底へと沈めていった。そして、災害から四年後、この『世界』を滅ぼす残酷な戦争は幕を閉じた。残された数少ない大陸のうち、一番大きな大陸に人類は腰を据え、もうこれ以上『世界』を傷つけないことを約束して、そこから出ようとはしなかった。後にラグナロクと呼ばれる大戦争の中、生き残った鳥達はeq \o\ad(\s\up 10(のち),後)の争いを避けて他の島々に移り、泳げる動物達はその後を追い、植物は風に任せて子孫の繁栄を祈るしかなかった。
　それから五十二年。ラグナロク終戦当時、わずか七千万しかいなかったといわれる世界人口は、今や三億人にまでeq \o\ad(\s\up 10(のぼ),上)っていた。経済情勢は世界復帰後からピークを迎え、文明は回復の傾向にある。人々は繁栄し、遥か昔の平和を取り戻したかのように思えた。
　が----                                                                        

（----何で連中は、ようやく戻りつつある平穏を乱そうとするんだろう？）            

　自分の家の塀に腰掛け、青空を眺めながら、その少女は胸中で独白した。
　身長は、『少女』としてみれば、高からずも低すぎない、といったところだろう。ただ、自分ではもう少し身長が伸びて欲しい、とは思っている。親友をはじめ、身の回りには背の高い人間が多いため、時にそんなコンプレックスを抱くこともあった。気むずかしい人
間だとは、稀に----特に大人に----言われることがあるが、大抵の人は（自分も含めて）
そう思ったことはない。考え方や言葉が、年に比べて大人びているせいらしいが、物事をよく考えながら話すため、別に性格に難があるわけではない。むしろ、そんな自分の性格に自己満足を感じる方だ。
　そよ風が、彼女の黒髪をなびかせ、頬を撫でていく。髪の色がたまに茶色に透けて見えるのは、日に焼けたせいだと彼女の親友が言っていた。ショートカットは自分の好みであり、また他人からも似合っていると言われることがあった。薄いブルーのＴシャツに、白っぽいベージュのハーフパンツは、こんな暑い日にとってはうってつけの格好であった。が、まだ真夏ではないにしろ、強く日が射すのにはあまり耐えられない。夏は嫌いではないが、暑いのは苦手だと彼女は毒づいた。
　そろそろ景色にも飽きてきて、彼女は自分の背と同じくらいの高さのある塀から、一気に飛び降りた。辺り一面に広がる住宅街。海抜が下がっていっているため、辺りを見回しやすい。遠くには、海も見える。今や漁業を目的とする船しか停泊していないが、かつて
は、船は異国への移動手段でもあったと昔話で聞いたこともあった。悪くない眺め----む
しろいい方なのだが、視界に嫌な物が入り込んできたので彼女は家の中に戻ることにしたのだ。同時にうつむき、小さく息をつく。あれを見ているだけで、むしゃくしゃしてくる
----そう思ってきびすを返したその時、タイミングを見計らったようにして家の窓が開い
た。そこから一人の、やせ気味な黒の短髪の男が顔を出す。
「……リオ、」
　彼女----リオと呼ばれた少女は、男の声に反応して顔を上げた。男はリオの表情を見て
----同時に彼女の後ろの景色を見て納得し、後を続けた。                            

「エミストがうちに来てるよ。話があるってさ。」
　リオの家は、三人家族である。が、そのうち血が繋がっているのは、リオとその兄、ウ
ォードだけだった。とはいえ、それでも実の兄というわけでもないのだが----          

　リオとウォードは、幼くして家族に死別を余儀なくされた。それぞれの、家族の死は未
だに原因が不明である。他殺であるか、病死であるか----あまりにも幼すぎたため、そこ
のところの、生存者である彼等の記憶が確かでない。四つほど年上のウォードは、近所でいとこであるリオを見つけ、生き延びるための放浪の旅に出た。だが、目的はない。彼等に残された身寄りは、その時既に全く残されていなかった。
　それから何日が過ぎただろうか。歩き疲れ、空腹で身動きできずにいるところを、ある日、一人の男に拾われたのである。それが今の保護者であり、この家の主である、クランという男だった。
　クランは二人を、実の自分の子供のように可愛がり、のびのびと育ててくれた。リオ達も、彼を実の父親のように慕い、今日まで共に生活をしてきた。また、二人も互いを実の兄妹のように慕っている。リオにとってウォードは文字通り、兄的存在として敬う、そして頼もしい存在である。
　そして、もう一人家族のような存在がいた。彼女には両親はいるが、一人っ子で幼い頃は寂しがりやだったらしい。それがいつからかリオ達の近所に越してきて、一緒に遊ぶ
ようになった。三人は----特にリオと彼女は、すぐに打ち解ける仲となった。年はリオよ
り一つ上だが、そんなことは二人共あまり考えたことがない。互いに同じ立場で、苦楽を共にしていくうちに、彼女達の絆は、より一層深いものとなっていった。
「おはよう、リオ。元気だった？」
　その彼女----エミストが、手を挙げてリオに軽く挨拶を交わす。                    

　薄い、青の絨毯が敷き詰められたその部屋の中の、椅子の一つに彼女はいた。リオを呼
んだ男----ウォードは彼女と対面した、そして部屋の中央にあるテーブルを挟む形で位置
するソファーに腰掛けている。
　リオは兄の隣に向かいながら、エミストに手を振った。
「おはよう、エッちゃん。久しぶりだねー。」
「久しぶりも何も、まだたったの四日しかたってないじゃないの。」
　眉をひそめ苦笑するエミストに、リオはえへへ、と頭を掻いた。
「ところでエッちゃん。一体何の用なの？」
「その前に……おじさん、帰ってきたりしてるってこと、ない？」
「父さん？　今は仕事に出てるけど。」
　そこまで言って、リオは彼女がどんな用でここに来たのかを察知した。どうやら、ウォードも同じらしい。彼に関しては、先にエミストから話を聞かされたのかもしれないが。
　リオは目を細くした。表情も次第に消えていく。
「……また連中が、何かやらかしたの？」
「そういうことよ。遂にこの町にも手を出すようになったの。」
「な……何だって！？」
　瞠若し、声を荒らげるリオを、ウォードが手で制した。
「静かにっ……ひょっとしたら、連中がこの辺りに来ているかもしれないだろ？」
「それならそれで、ブッ飛ばしてやればいいじゃない、お兄ちゃん。むしろ好都合よ。」
「ダメよ。そんなことをすると、私達の正体がバレてしまうでしょ。」
「でも……。」
　ちらっと窓の外を見やり、リオは歯ぎしりした。そして、目の前の親友の顔を、見上げるようにして少し口をとがらせる。
　エミストは軽く首を振って、薄く茶色の入った黒の長い髪を、黒いシャツの上になびかせた。そして右足を、膝を曲げて抱き上げる。紺のスラックスの似合う、細く長い彼女の足は、実はリオにとって憧れの一つであった。身長が自分より高いというのは、まあ自分もあと一年たてばそこそこ伸びるだろうが、足の長さに至ってはそうもいかない。
「……でも確かに、そうでなくとも、セッスルムニールが見つかるのは時間の問題ね。」
「どうして？」
　意外なことを聞いた、というように、リオが首を傾げる。
「考えてもみろよ。連中のしていることは何か----機械文明の管轄下におくとかいって、
結局やっているのは武力による征服、支配じゃないか。それはお前にだって、よく分かっていることだよな？」
「うん。」
　ウォードの言葉に、そのことはもううんざりよ、と言いたげな顔でリオが応える。
「つまり、だ。連中は、標的とした町の隅々まで自分達の支配下にならないと気が済まない。そして、連中は自分達の敵を見つけ次第、排除するってことさ。」
「…………？」
　意味が分からないという顔をして、再びリオは首を傾げた。
「セッスルムニールは、外見はただの喫茶店かもしれない。けど、あんな大きな館だ。連中は、奥深く入ってくるに違いない。そして、少なくとも何人かの、俺達の仲間を見つけ
るはずだ。そして彼等にこう言うだろう----『この館を我々に引き渡せ。ここを我々の、
拠点の一つとする』ってな。」
「いやよ！　誰があんた達に引き渡すもんですか！」
「いや……だからといって、俺の首を絞めるのはどうかと思うんだが……？」
　顔面を蒼白にして抗議する兄の言葉に、リオはハッと我に返った。そして手を離す。
「ご、ごめん。ついeq \o\ad(\s\up 10(りき),力)んじゃって……。」
「まっ……まあ、お前の気持ちも分からんでもないがな。」
　咳き込みながら、ウォードがエミストを一瞥した。話の続きを促しているらしい。
「私達『ヴァルキリー』の、連中に対する抵抗活動は、向こうもよく知っているはずよ。中には、メンバーの顔を覚えている奴もいるかもしれない。そうでなくとも、こっちにも連中の顔を見るだけでも虫酸の走るっていう仲間はたくさんいるわ。それが自分達の拠点ではち合わせしたらどうなるか……その場での戦闘の勃発だって、考えられなくもない。
そうすると----」                                                                

「本格的に戦いが始まるってわけね。」
　そういうこと、††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††エミストの二人は一瞬顔を見合わせ、あきらめるようにため息をつき、そしてうなだれるようにして頷いた。
　セッスルムニールとは、リオ達『ヴァルキリー』がアジトとしている大きな館のことである。もとはこの、フォールクヴァングの町の公民館であったのだが、古くなって利用されなくなったのを『ヴァルキリー』の創立者達が資金を出し合い、買い取ったのである。古くなったといっても、施設としての質が落ちたというだけで、建物の一つとしてみれば、まだまだ立派な現役である。それを表向きは喫茶店として営業に利用し、建物の奥には会
議室、地下には活動用具----つまり、武器の類だ----が置かれている。                

　セッスルムニールは、大体町の中央に位置しており、リオやエミストの家からは同じくらいの距離が離れている。歩いていけば、軽く三十分はかかるのだが、召集がかかるとあっては、とてもそんなにのんびりしてはいられない。召集が直接の電報で知らされるのも、確実に他人へ情報がもれる可能性をなくす（例えば配達物だと他人に読まれてしまうかもしれない）というのもあるが、行動を速やかに行うという意味でそうしているのである。
　そこで----                                                                    

「----しっかし、いつも思うんだけどさ。」                                        

「何が？」
　ペダルをこぎながら、リオは隣のウォードの方を見やった。
「昔の人ってのは、よくこんな便利なものを発明したと思うよ……逆に言うと、それ以前は、こいつなしで遠くまで移動していたんだもんなぁ。」
　そう感心しながら、ウォードは握っているハンドルを軽くポンと叩いた。
　機械仕掛けの乗り物。ただ、その一言で言い表されてしまう、その一人用のペダル式の乗り物は、ラグナロク終戦後に発明、開発されたものである。普段は機械として機能するわけではなく、ペダルをこぐことによって進むものなのだが、その時に生じさせる運動エネルギーの一部を電力に変換して貯蔵庫に蓄え、急な坂道や疲れた時には、ハンドルのスイッチを押すことによってその電力で動くという仕組みになっている。価格もそんなに高くなく、万人受けしているこの機械は、もともと名称があったのにも拘わらず、自給自足で動くことからいつからか『セルフ』と呼ばれるようになっていた。
「お兄ちゃんって、やたら機械が好きなんだよね。」
「お前だって、俺の使えない『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)』を使いこなしているだろ？」
「それは……私はお兄ちゃんと違って『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』が使えるから。」
「へっ、どうせ俺ぁ能なしだよ。」
「そうでもないわよ。『ヴァルキリー』eq \o\ad(\s\up 10(いち),一)の機械いじりの腕と、明晰な頭脳があるじゃない。」
「あーあ、『巫術』も『eq \o\ad(\s\up 10(シャーマン　),魔術』)も使える『ヴァルキリー』の軍師殿に言われても、お世辞程度にしか聞こえないね。」
　小さく顔を振って、ウォードはハンドルを左に切った。そして、何台かの『セルフ』が
停めてある小さな広場----セッスルムニールの敷地内へと入っていく。                

『ヴァルキリー』は、平均年齢二十二歳、総勢三十余名の小さな団体である。『連中』に対抗する、いわばレジスタンスのようなものなのだが、正攻法で渡り合っては、数だけでも百倍はゆうに超えるだろう相手に、どう考えたところで勝てるわけがない。勝てる見込みのない戦をわざわざする必要もないだろうという意見もあり、実際参加者は未だに少ないわけなのだが、それでも彼等は日々『連中』の打倒策を考え、戦い続けている。
　広場から三人は、建物の裏口へと入っていく。表に回ってもいいが、遠回りになってしまう上、召集のかかる日は喫茶店は休んでいるので（『連中』に）怪しまれるかもしれない。もっとも『連中』が、今日は喫茶店が休業であることを知っていればの話だが。
　それからは、通路の左手にある扉を開ければ、そこが集合場所----会議室である。だが
それにしても、いつもの活気が扉からは伝わってこない。この奥に人の気配が感じられるかというのも、正直疑問に思うほどである。
「どうしたんだろ……いやに静かね。」
「みんな、もう殴り込みに行ってしまったんじゃないだろうな？」
「まさか。私の家に電報が届いて、真っ先にあなた達の所へ行ったのよ？」
「でも、確かに外には『セルフ』が停めてあったよな。とすると……地下か？　それとも、三階の視聴覚室かな。」
　それぞれが疑問を口にしたが、そうしているだけではどうにもならない。とりあえず中に入ることにした。万が一のことを考え、扉を開けるウォードの後ろに、『巫術』の発動の準備を済ませたエミストが構える。
「せーの、で開けるぞ。いいか……せーのっ！」
　バンッ、と威勢のいい音を立てて、扉は開いた----だが、その向こうに待っていたもの
は、彼等の想像を覆すものだった。つまり、敵が待ちかまえていたわけでもないし、仲間が全員集合で待っていたわけでもない。
「ヴァルグ、さん……ひ、一人だけ、ですか？」
「ああ。」
　ウォードがヴァルグと呼んだその男は、会議室のテーブルに一人つき、静かに頷いた。
『ヴァルキリー』最年長である彼は、このレジスタンスの創立者の一人であり、また破壊活動の発端を作った男である。黒い瞳とは反した、透けるような金髪を持ち、身長はウォードよりやや高め、だが体格は彼のそれよりも遥かにいい。身動きのしやすい、黒い運動着のような服を纏っているが、まるで正装を身につけているかのような精悍さが見て取れる。三十一歳とは思えない若作りで、強靱な身体の持ち主である。また資産家でもあり、このセッスルムニールを買い取る時にも多額の資金を提供してくれたと、エミストは記憶していた。
「あの……他のみんなは？　ここに来ているはずですよね？」
「彼等のほとんどは、地下の空き部屋にいるだろう。つい今し方、アースガルドの人間と接触して、それを捕縛したのだ。無論、正当防衛だがな。拷問の類はしていないと思うが、連中の情報を少しでも多く得ようと、必死に質問の嵐を浴びせているかもしれん。考えよ
うによっては、それが拷問と呼べるものかもしれないが----」                        

「正当防衛？　それってことは、連中から何かしかけてきたんですか？」
　と、眉間にしわをよせて、リオ。
「先刻、繁華街の方で早速騒ぎがあってな。被害はそうひどくなかったが、たまたまそこを通りがかった同胞としばらくもめていたのだ。それから彼等が帰ってきたちょうどその時、気の荒い者が二人、店の方に入ってきてな。さずかにここで、余計な接触をするのは得策ではないと我々は判断し、適当に応対して追い払おうと考えたのだが、奴等がウェイトレスに手を出した途端、近くにいた何人かの男達がそれを止めようとした。そこで奴等
が暴れ出し、あげく乱闘になった結果----その場で捕縛した、というわけだ。」        

「つまり、捕まえたのはアースガルドの下っぱのヤツなんですね？」
「そう考えていいだろう。ろくな装備もしていなかったところを見ると、ただその辺りをうろついていたのだろうな。」
　口を覆うように手を当て、ヴァルグはそう応えた。同時に、三人が顔を見合わせる。
　ヴァルグはその意図を察したのか、その場に立ち上がった。
「……お前達も行ってみたいんだろう？」
「え、ええ。でもヴァルグさんがここにいるってのには、何か理由があるんですよね？　例えば、新手の連中が来るのを防ぐとか……それを差し置いてまでして、僕達だけが行く
ってのは----」                                                                  

「私がここにいたのは、お前達を待っていたからだ。別段、この館が今アースガルド兵に見張られているわけでもないようだし、私がこのままここに残るのはそれこそ無意味だ。それに、見張りならちゃんと何人かがしてくれている。安心しろ。」
　そう言って彼は、三人の先に立って扉を開け、地下への階段を下り始めた。
　地下には、四つの部屋がある。
　階段を下りて通路を右に曲がると、それらの部屋の扉が見える。一番奥の突き当たりが、武器・食糧の倉庫であり、左手の部屋が訓練場である。この部屋の周りには、特殊な壁を使っているため、ある程度の衝撃は吸収できるようになっている。右手の手前は、図書室がある。歴史や地理、文庫も中にはあるが、その中で最も比率が大きいのが『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』に関する本である。
『巫術』とはまあ、いってみればいわゆる『魔法』のようなものなのだが、正確にいえば感情を身体の外に具現させる手段である。呪文の類を唱える必要はなく、ただイメージを作り、精神を集中させてやればいい。その効果は様々であるが、主に傷や精神の回復である。また、感情の意識を反転させることで、逆に相手を傷つけることもできる。他にも相手の精神に変化を伴わせることもできるが、発動条件は、術者が対象に触れることである（自分自身に対しては例外である）ため、あまり攻撃手段としては利用できない。だが、回復手段としては重宝するため、レジスタンスの中にも（特に女性が）この『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』を習得しようと思っている者は多い。一般人の中にも『巫術』を扱える者はいるが、それは医者やその道の研究者といった、ごく一部の人間である。しかし『魔術』と違って『巫術』はイメージが単純であり、個人差はあれど大抵の人間が扱うことができる。あまり部屋が大きくないためこの図書室にはさほど多くの本はないが、それでも利用者は日々絶えない。
　そして、その奥----右手の奥の部屋が、問題の空き室である。                      

　リオ達三人を連れたヴァルグは、扉の前まで来るとノックをした。部屋の中から返事がする。
「……どなたですか？」
「私だ。入るぞ。」
「どうぞ。」
　ヴァルグがドアノブに手をかけるまでもなく、その扉は開いた。そんなに広くない部屋に、二十人ほどだろうか、輪を作るようにして佇んでいる。そしてその輪の中に、紫の制
服に身を包んだ----ただし、ところどころ破れていたりはするが----二人の男が、傷つい
た顔で腰を下ろしている。彼等の足下には、これまた紫のベレー帽が転がっている。縄で縛るとか、拘束はしていない。どうやら、彼等は反抗する気力さえ失せているらしい。
　最初に見て、三人は少なからず驚いたようだった。エミストが眉をひそめ、言う。
「拷問……してなかったのですか？　本当に。」
「してないさ。ただ、最初の乱闘でこうなっただけだ。」
「俺達だって、少しはやられたさ。ホラ。」
　そう言って、彼等----『ヴァルキリー』の中でも体格のよさでは群を抜いている者達が
腕をまくったり、あるいは足を見せたりしてそれぞれの傷を見せた。だが、そのどれもが床に崩れている兵士のそれとの、比にならないほど軽いものである。
「過剰防衛……ってヤツかな、これって？」
「ま、まあ……向こうもワルなんだし、ねぇ？」
　ひそひそと、女二人が彼等に聞こえないように話す。もっとも、ウォードには聞こえていたのだが、当然ながら、彼は聞こえないふりをしておいた。
「……それで？　彼等からは何か、情報は聞けましたか？」
「それがさっぱりだ。下っぱなんだから、口が軽いもんだと思ったら大間違いだ。とっととしゃべったら楽になるってのに、連中さっきからずっと黙ったままさ。」
「やっぱり……」
「してたんだ。拷問……」
　さっきより沈鬱な声で、彼女達。無論、ウォードの耳には右から左であるが。
「そこで考えてたんだが……リオちゃん。君の術でいっちょ、吐かせてくれないかな？」
　さっきの、腕をまくった男がそう言った。
「え、いや、まあ気持ちは分かるけど……あまり触れたくもないかな、って……それに私、近づいたら何されるか分かんないし……」
「そう言うと思ってな。用意してたのさ、ほらっ。」
　そう言って、男がリオに投げ渡したのは、一丁の銃のようなものだった。ただしそれにはカートリッジのようなものはないようで、さらに取っ手も妙に大きく、そして妙な形をしている。
　何にしろ、リオがそれを手にした途端、表情が一変した。にわかに明るくなり、誰に告げるというわけでもなく、言う。
「な～んだ。それだったらそうって言ってくれなきゃ。まっかせときなさい。」
　おお、というざわめきが部屋の中を飛び交った。中には拍手をする者もいる。ウォードやエミストに至っては、また始まったというような顔をしている。その後ろにいるヴァルグは、特に何も表情は見せなかったが。
　だが、さすがに制服の男達はその言葉に----というより、彼女の持っている銃に----驚
いた。そのうちの一人----短髪を青く染めた、やせぎすの男が慌てふためき、eq \o\ad(\s\up 10(わめ),喚)く。    

「やっ、やめてくれっ……助けてくれーっ！」
　よほど怯えているのか、男はそれ以上何も言おうとはせず、また立ち上がることもでき
ないまま、その場で震え上がった。だが、もう一人の方----体格がいい、というよりは小
太りといった感じの、髪の赤い男はリオを睨み付けたまま、微動だにしない。
「……あなたはどうなの？　これが恐い？」
　リオがそういうと、男ははじめて笑みを浮かべた。
「撃てるもんか、てめぇみたいな小娘に。しょせん、ガキだ……まあ、撃ちたきゃ撃ちな。撃てるものならな。そん時ゃてめぇは、殺人犯だ。」
「あら、私、何もあんた達をこれで撃ち殺すつもりじゃないんだけど？」
「……え？」
　二人の男が、揃って間の抜けた声をあげた。同時に、リオが銃を構える。
「いくら下っぱといっても、アースガルドにいるのなら……いや、別にそうじゃなくても『eq \o\ad(\s\up 10(エンチャント),魔道具)』のことくらいは知ってるわよね？」
「ばっ……バカにしているのか？」
　撃ち殺されることはないと知って少し安心したのか、さっきより幾分声を大きくして赤髪の男が言う。
「文字通り、魔力を機動力とする機械のことね。『eq \o\ad(\s\up 10(シャーマン　),魔術』)は物を媒体にして魔力を放つから、大抵は『魔道具』を使うのは『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』使いってことになるんだけど……この銃はね、『チャージ』っていって、普通は相手に触れないと『巫術』は使えないんだけど、その効
力----つまり魔力を飛ばしてくれるものなのよ。この取っ手に手を当てて、魔力をこめる
の。ま、つまり魔力を弾にしたものと考えてもらえればいいわ。ここまではいい？」
「おしゃべりな小娘だ。撃ちたいならさっさと撃っちまいな！」
「言われなくてもそうするわよ……それで、私はあんた達からアースガルドのことを聞き出したい。だけどあんた達は言いたくない。そこで私は『巫術』を使って色々としゃべらせたい……んだけど、触るところを捕まえられて、何かされたらコトだしね……だから私は、離れた所からあんた達をこれで撃つってわけ。オッケー？」
　顔を少し傾け、そう言い終わるが早いか、リオは赤髪に銃口を向けた。同時に、銃を持つ手の辺りが淡く光り出す。
「お……オッケー、っていきなり言う……わあぁっ！？」
　ボゥッ！
　火花----ではないが、充填した魔力が放たれたあとに、銃口から微かな光が見えた。  

　撃たれた男はビクッと身体を震わせたかと思うと、夢うつつな表情で、ほとんど白目を剥いた状態になった。それを見て隣の男は悲鳴をあげるが、もはやそんなことはこの部屋にいる者達にとってはどうでもいいことである。
「さって、と……ではまず私から質問させてもらうわよ。どんな質問にも正直に、明確に答えること。いいわね？」
「……ハイ……。」
　感情のない声で、赤髪の男は力なくそううなずいた。
　----その日の夜。                                                              

　リオ達三人は、二階にある仮眠室に横になっていた。例の兵士への質問責めが終わったのは、もうすっかり日も暮れてしまった頃で、子供がこんな遅くに外に出るのは危険だろうと、『ヴァルキリー』の未成年者はここに泊まることにした。『ヴァルキリー』の構成員は主に十代後半から二十代前半なので、リオ達の他にも似たような者は少なからずいるのである。
　このことは、エミストは実家の、リオ達は父親の勤務先の送信機に、電報で伝えてある。送信機はどこの家にもあるわけではなく、ある一定の地域内の、いくつかの家に設置されている。そのためリオ達への召集の知らせは、いつもエミストから知らされることになっていた。ちなみに、クランは子供達が『ヴァルキリー』に参加していることを未だ知らない。だからリオ達はこんな場合はいつも、友達の家に泊まっていくとか、適当な理由を作っていた。
　また未成年者の他にも、保護者として何人かの大人達もここに泊まっている。二人の兵士の見張り役として、さらに三人残ることになった。その中にはヴァルグも含まれており、それを聞いた子供達は安心して床につくことができた。
　だが、まだ眠りについてない者もいた。リオとウォードである。
　彼等のいる所だけ明かりをつけたままにし、リオは一台の機械を取り出した。地下の武器倉庫に置いてあったのを、借用してきたものである。それは折り畳み式になっており、開くと上に画面が、下には文字を打ち込むキーボードが現れた。普通の機械の機動力は魔力でなく、ただの電力なので、リオはそれを得るためのコンセントを探し、機械と接続した。電源を入れると、画面に変化が現れる。
「……そういやリオ、前から思ってたんだけどさ。」
「何？」
「それって、前に来てた時にも使ってたよな……一体、何なんだ？」
　言われてリオは、その機械に視線を落とした。兄にもよく見えるように、少し機械をずらしながら、
「これはね……『ビューア』っていって、『eq \o\ad(\s\up 10(ユグドラシル),世界樹)』っていう回線を通して、世界中のどんな遠くに離れている所にも覗きに行けるものなの。もっとも、本当に景色を見たりすることはできないけどね。まあ、それはいわゆる方便ってやつなんだけど。」
「……つまり？」
　ウォードが、リオのベッドに乗りかかってくる。
「つまり……例えば隣町の人がまた『ビューア』を使っていたとするね。そこで私がその人の所へ『ビューア』を使って辿り着ければ、その人と話したりすることができるの。」
「フーン……すると、偶然出くわさないことには、そういうことはできないんだ？」
「そうでもないわよ。もう一つの機能……これが今、私が夢中になってるものなんだけど……容量に限りはあるけど、一人一人が小さな『世界』を創り、持つことができるの。パスワードとＩＤを使って、いつでも色々と変えたりすることもできるのよ。接続料を払うのにも同じパスワードが使われるけど……つまり、この場合は『ヴァルキリー』の費用から落ちるってことになるんだけど……あまり人には言わないでね？　一応、ヴァルグさんには許可はもらってるんだけど。」
　苦笑し、小さく舌を出してリオは呟いた。
「あと、一度電源を切っても、行きたい『世界』の場所さえ覚えておけば、例え世界の端と端の人でも、いつでもどこでも情報のやりとりができるってわけ。」
　自慢げにリオはそう言って、キーボードを叩き始めた。ウォードには何が何だかよくわからないが、彼女の言う『世界』を映し出そうとしているらしい。
「あと他には、検索機能ってのもあって、こういった趣味の人を探したいという場合は、その分野に沿って相手を検索することができるの。自分で検索したい言葉も入力できるし。これを使うと、全く知らない『世界』にも行けるのよ。」
「なるほど。しかし機械のことは、まあよく知っているつもりではいるけど……こればっかりはさっぱりだなあ。ところでリオ、お前、そんな情報のやりとりをするような相手がいるのか？　それがどんな人間かも知っているのか？」
「特にいるわけじゃないわ。まあ、常連の人は何人かいるけど……ただ、別に意図的に出会うんじゃなくて、自分の『世界』を創って、それを人に見てもらうの。例えば、私の場合は……趣味の作曲だとか。それを載せて、感想を聞くの。別にその人とはち合わせしなくても、『世界』にある掲示板に書いてもらうの。どんな人なのかは……よく分からないけど、でも少なくとも、音楽に興味を持つ人に、悪い人なんていないと思うわ。」
「ま、そりゃそうかもな……。」
　そう言いながらウォードは、画面へと目を向けた。色々と映し出すものを変えながら、次第にそれは、一つの映像に収まる。
「『エミリオの世界へようこそ』……何だ、このエミリオって？」
「私とエッちゃんの名前を合体させただけよ。普通『世界』では本名を名乗らないの。」
「へ††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††††すごいな。ちゃんと書いた時間も出るようになってるんだ。」
「そ。今日、何人の人がここに来たかも分かるってわけ。」
「確かにこれは面白いな……今日は二人来てるぞ。なになに……『気持ちのいい音色ですね。私も音楽大好きです。今度、私の『世界』にも遊びに来て下さい』ってさ。」
「ちょっ、やだ、読まないでよ。」
　少し頬を赤らめて、リオは兄から『ビューア』を取り返した。
「何だよ。別にいいじゃないか。」
「人に音読されると、妙に恥ずかしいの！」
　そう言われて、確かに気持ちも分からんでもないとウォードは胸中で独白した。遠慮するように少し後ろに下がりながら、それでもさりげなく画面に視線を向ける。
　リオは、改めて自分で読み直し、もう一人の感想に目をやった。こちらも月並みな感想
が述べられていたが、前者と違うのは、彼----感想の言葉遣いからして男と思われた----

の作ったと思しき曲が、掲示板に付与されている。
　リオはカーソルを動かし、それを再生するボタンを押した。するとそれは、彼女のいる空間を静かに、しかし颯爽と満たしていく。
（あ、何か綺麗な音----）                                                        

　しばらく彼女は----後ろで兄も耳をすませていることにも気付かずに----その音色に聴
き入っていた。やがて我に返り、その投稿者の名前を見る。
「スリーユ、さん……一体、どんな人なんだろう……？」
　そう小さく呟いた時、壁に掛かっている時計が小さく鳴った。もう、消灯の時間だ。
　リオは『ビューア』の電源を切り、ウォードも自分のベッドに戻った。あとは館内の明
かりが消えるのを待つだけと、彼等は目をつむり----                                

「…………！」
　声にならない声をあげ、隣のエミストがガバッと跳ね起きた。リオが驚いて、彼女の方を見やる。
「……どうしたの、エッちゃん？　トイレに行きたいの？」
「……来た。」
「え？」
「来たわ、何かが。地下よ、急いで！」
　そう言うなり彼女はベッドから飛び降りて、寝間着のまま扉へと走っていく。
「え、ま、待ってよ！」
　唐突のことでよく分からなかったが、とりあえずリオはチャージを手に、彼女の後をついていく。
　二人は地下に下り、兵士を監禁している部屋へと急いだ。明かりはまだついている。通
路を曲がり、彼女達は扉を開けた。同時に、冷たい風がこちらへと突き抜けていく----  

「え……？」
　リオの、その部屋に入った第一声がそれだった。見張りの二人が床に倒れこんでいる。
もう一人----ヴァルグは、片膝をつき、肩で息をして目の前の黒ずくめと対峙していた。
　そう、黒ずくめである。上から下まで、まるでタイツのようにピッタリと合った黒装束を身につけている。身長は、兄と同じくらいか。やせている、というよりはスリムな体型である。その細い両腕には大の大人である、二人の兵士が抱えられていたが、もっと驚いたのは双眸も黒装束に覆われていることであった。
（こいつ……『eq \o\ad(\s\up 10(セイズ),巫術)』使いだ。しかも、かなりの。）
　視界を『巫術』で補うのは、かなりの高等技術である。何しろ、常に精神を集中させていなければならないからだ。それも、目に。
　それはどうあれ、リオはチャージを構え、標的を絞った。兵士を撃った時のように、手の辺りが、まばゆい光を放ち出す。
　だが、それが早いか黒ずくめは、横を見やるように小さく首を振り----そして、その視
線の向こうに、eq \o\ad(\s\up 10(ヽヽヽヽヽ),外に通じる)大きな穴を作り出した。
「バカなっ！　この隣は図書室のはずなのに？」
　エミストが驚愕の声をあげるが、黒ずくめはそれに全く反応を示さなかった。そのまま静かに宙に舞い、その穴から出ていこうとする。
「逃がすかっ！」
　構わずリオは、魔力を撃ち出した----しかしそれは、黒ずくめの目元の辺りを少し薙い
だだけで、あっけなく霧散する。
（相殺した？　視界の『巫術』を使いながら？）
　相手の度量に戦慄し、リオはその場に立ちつくしてしまった。その間に黒ずくめは、わずかに覗く、不気味なほど透き通った青の双眸を見せ、そのまま穴の中へと消えていく。
　冷たい風が、部屋の中を吹き抜ける。夏の夜の、心地よい風が彼女達には凍えるほど冷たく感じられた。
　彼は、胸中で歓声をあげていた。
　こうもうまく事が進むと、自分が世界の中心であるという幻想に浸ってしまう。目の前の『ビューア』とにらめっこしながら、彼は心を弾ませていた。
（いいぞ。こうもうまく引っかかってくれるとはな！）
　この調子だと、自分の野望が現実のものになるのも、そう遠い日のことではないような気がしてくる。もうほとんど抜けきってしまった白髪と、残っていないに等しい歯が、近いうちになくなってしまってもそれを不幸とは思うまいと心に誓った。
（あとはこやつを……どうするか……クックック……。）
　誰に聞かれるという心配もないのに、彼は声をもらさぬよう、ほくそ笑んだ。この喜びを、自分の中でだけ感じていたいとばかりに。
（さあ、しばらくは様子を見るか。どういう展開を見せるのか……楽しみだ……！）
　外はもう、真夜中になっていた。だが、一日中明かりのついている地下室にしてみれば、それはただのeq \o\ad(\s\up 10(ひと),他人)事でしかなかった。
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